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第 2 章では，電離箱による絶対線量評価にむいて重要な凶子である収集効率( f 値)を理論的に取
扱っている。パルス放射線により発生したイオンの密度分布の時間変化を表す方程式を，すべての変
数を規格化・無次元化することによって一般化し，あらゆるパルス放射線場及び平行平板型電離箱に
適用できるように変形している。その結果， f 値を決定するパラメーターは，パルス幅に相当する 80
と線量率に相当する Mの 2 つに集約され f 値をこれらの関数として記述している。さらにこれまで
使われてきた Boagの式は， 80 :S 10-3 かっ M 8 o :S 10.0の場合以外は適用できなくなることを見出して
いる。
第 3 章では，高線量率パルス X線場における f 値，照射線量，吸収線量を実験的に求めている。ま
ず，単発パースト状X線場の f 値を計算で得られる飽和曲線を利用して決定する方法を提案し，アプ
レスト型電離箱を設計・試作している。さらに この電離箱を用い，電子線型加速器によってつくら
れる 2.0X10 6 ~1.0X1010 rad 8- 1 の高線量率パルス X線場において，出力電流・電荷測定及び f 値
の決定を行しヘその結果，提案した評価法は ， 0.03以上の f 値に対して有効であることを見出してい
る。
第 4 章は，パルス幅の比較的長い X線場での線量評価の問題点を取扱ったもので，診断用 X線管を
????
用いて O.73:S 5。三 7.3のパルス X線場をっくり，第3 章と同様な実験を行っている。また，この領域






ラム測定法，放射化法， TOF法，分離測定法等と比較し， 1. 0~QFく 4.0の範囲内で提案した方法が
有効で、あることを実証している。
第 6 章結論では，本研究で得られた成果を総括している D
論文の審査結果の要旨
本論文は，パルス混成放射線場における照射線量，吸収線量及び線量当量等の基本的物理量の正確






2. 電子線型加速器による 100 rad/pulse までの高線量率パルス X線場，及び，診断用 X線管による
数 ms までの比較的パルス幅の長い X線場にむいて 提案した評価法の有効性を実証している。
3. X線・高速中性子線とからなる混成場に置かれた電離箱内の発生イオンの平均再結合係数(証)
と平均線質係数 (QF) との関係の定量的解析と実験を行い，新しい線量当量評価法を提案してい
る。また， LETスペクトラム測定法， TOF法，分離測定法等の実験を行い，その結果との比較検
討をしている。
以上のように，本論文は，高線量率パルス混成放射線場における電離箱を用いた照射線量，吸収線
量及び線量当量の絶対評価に関して多くの重要な知見を得てわり 放射線工学並びに原子力工学の発
展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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